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ごあいさつ

本日ここに「京都フィロムジカ管弦楽団」定期演奏会を開催するにあたり、ご多用にも拘わらず、多数の方々のご来場をい

ただきまして、誠にありがとうございます。

この定期演奏会も、メンバー諸君が仲間と貴重な、しかも楽しい音楽経験を積み重ねて、はや第24回日となりました。今

回の演奏会は、指揮者に清水史広氏をお迎えし、先生のご指導のもと、ますます努力と研鑽を積み重ね、魅力あふれる交響曲

を、披露してくれるものと期待致しております。本日の間き所は1892年 4月 28日 にシベリウスが書き上げました、故郷
フィンランドの国民的大叙事詩 (カ レワラ)による独唱と合唱と管弦楽の為の交響曲[ク ッレルヴォ lKdervo)]Op.7です。

北国の厳しく澄み切つた冬の景色と、近隣国からの侵略攻撃に耐え忍ぶ国民性を、この曲から感じ取つていただけれ7ミ と思

います。また、第 13、 14、 そして18回とご出演いただきフィロ

^ジ

カにはすっかりお層1際みの、ソプラノの好本由希子

さん、それからバリトンの時宗 務さんと合唱の京都男声合唱団の方々と大きな編成で舞台を盛り上げて下さいます。年の暮
れのひとときをお楽しみいただければ幸甚に存じます。

最後になりましたが、「京都フィロムジカ管弦楽団」の為に、物心向白にわたるご支援を賜りました会員の皆様方をはじめ、

ご指導下さいました先生方に厚く御礼申し上げますと共に、定期演奏会のますますの発展を祈りまして、測 とさせていた

だきます。

京都フィロムジカ管弦楽団顧問  和田之宏

京都フィロムジカ管弦楽団力治J立してから今年で12年になりました。人で言えば年男、年女です。当団は2年に1回大規

模演奏会を開いているので、定期演奏会が4の倍数で節日となります。今年はその6クァルロ、第24回です。きょうは団に

とつて大きな成長となる演目を演奏しま丸 この曲を12年間のひとつの到違点としたいで九 これからも人の成長のように

たくさんのことを経験して、そこにとどまらず、さらにその次をめざして行きたいと思つていますのでご指導よろしくお願い

します。本日はご来場ありがとうございました

京都フィロムジカ管弦楽団団長  長岡武志

“

(颯%`ス颯 颯 懲
…

KK颯 ふ 蠍 蠍 歿 ぶ ふ ぶ 東 蠍 蠍 颯 蠍 ふ 葉 蠍 歿 弦
"“

お客様へのお願い

― 誰げ よ蝶 じめる課 会府 るために、皆様のご協力をあ願いいたします―

0本日の演目には長い休譜がた<さんあります。演奏者が音を出していな<ても音楽が続いている場合

がありますので、物音をお立てにならないよう、ど注意<ださしヽ
・携帯電話・アラーム付腕時計など音の出る機謂の電源は必ずお切り<ださしヽ
・演奏中の私語は固<お断りいたします。

・客席での知気 哩 写真撮影く許可のない録音・録画は固<お断りいたします。
・補聴器がまれに異常音を発することがございます。ど使用の方はど注意願います。

・演奏中の客席へのど入場は固<お断りいたします。
・咳払いもできるかぎりあ控え<ださい。どうしてもこらえられない場合はハンカチやタオルで□をお
おうよう、周囲のお客様へのご配慮をお願いいたします。嗚 、演奏中の「の機 」の使用は、開封の

音がかえって周囲のお客様のご迷惑になりますので、ど遠慮願います。
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指揮者

清水 史広 (しみず ふみひろ)
相愛大学音楽部卒業。酒井睦雄、尾高忠明、円光寺雅彦の各氏にS、
オペラ「ヘンゼルとグレーテノL/1で指揮者としてデビュ‐。以来コンサートや

オペラで幅広く活躍し、京都市交響楽団、関西フィノL/ハーモニー管弦楽団、オー

ケストラアンサンブル金沢、京都フィ′レ ~ヽモニー室内合奏団等を指揮:オペラ

ではモンテヴェルディからブリテンに至るまで数多くの演目を指揮する。また、

1995年から1998年まで文化庁オペラ研修所の講師として後進の育成に携わり、

自らもウバルト・ガルディーニ氏の薫陶を受ける。

1996年にウィーン及びザルツブルグでブラームスの交響曲第 2番等を指揮し

た公演は新聞紙上で「絶賛の嵐」と賞され、以来オーストリア、イギリス、ポー

ランドなどへも活動の幅を広げている。国内ではびわ湖ホールとの関係も深く、

「魔笛」「こうもり」「メリー・ウィドー」など同劇場のオペラ公演やコンサートレパートリーを指揮する一方、2002年に

は定期演奏会にも登場し、ラヴェルの「子供と魔法」等を蟻

2003年には関西の若手奏者達により結成された SINFONIA DCMANIの 音楽監督口掘亀 自ら提唱した「イギリス音楽プ

ロジェクト」は現在も進行中である。また 2006年には Jean Le Toise Yokohamaの 音楽監督に就任し、モーツァルトを

集中的に採り上げた同シーズンにおいて、2007年 8月 に上演された「フィガロの結婚」は各方面から高い評価を受けた

同団においては、ウィンドアンサンブルやストリングアンサンブルを結成するなどユニークな活動も展開し、去る 11月

に行ったウィンドアンサンブルの第‐回公演は瑞々しい演奏で聴衆に温かく迎えられた

1991年～98年には関西シティフィ′レ ―ヽモニー交響楽団の常任指揮者を務め、同団の技術的、音楽的成長に多大なる

貢献をするなど、プロフェッショナ′ス アマチュアを問わず、後進の育成にも精力的に取り組んでいる。

2007年 12月 に京都フィロムジカ管弦楽団第 22回定期演奏会でシベリウス第 7交響曲等を指揮、大成功を収める。

僕が清水史広という指揮者を知つたのは10年以上も前の1995年のことだЭ吹田メイシアターでおこなわれた関西大学

交響楽団のサマーコンサートで、シベリウスの第 1交響曲を指揮したのだ。清水氏と関大響は、決してシベリウスの最高

傑作とは言えないこの初期の作品から、紛れも無いシベリウスならではの瑞々しい響きを引き出していた。僕はアンケー

トに「究極の名演 !Jと興奮気味に書き込んだのをよく覚えている。僕はその後、この曲をN.ヤルヴィやヴァンスカと
いった一流指揮者の演奏で聴いたが、それらの演奏すら、清新な衝撃という点で清水/関大響には及ばない。僕が氏の演

奏を聴いたのはこの一度きりであつたが、清水史広の名はシベリウスを得意とする指揮者として僕の記憶に刻み込まれた。

だから、昨年の第 22回定期演奏会の曲目がシベリウス7番に決まったとき、僕は迷わず清水氏を客演指揮者に推薦した。

しかしながら、氏の所在を確認するのに大いに手間取り、ようやく連絡がついたときにはもう6月 も末になつていた。12

月の演奏会の指揮を依頼するには絶望的な遅さである。にもかかわらず交渉はとんとスン拍子に進み、招聘が実現、そして

定期演奏会の大成功へと一気に突き進んだ:この成功が、本国の『クッレルヴォ』における清水氏の再招聘に繋がつてい

るのは言うまでもない。

このように、フィロムジカと清水氏の関わりは95年の関大響の演奏会に端を発しているわけだが、実はこの演奏会を聴

くかどうか、僕は直前まで迷つていた。というのも、同じ時間にシンフォニーホールでは読売日響の大阪公演が予定され

ていたからだ (曲目は忘れたが、いつも聴いているありふれた作品だつたと思う)。 欣口らない指揮者と素人のオーケスト

ラで大好きなシベリウスを聴くか、日本最高級のプロ。オーケストラでありふれた曲を聴く力可の究極の選択を迫られ、そ

れこそ梅田に着くまで迷っていたのだが、最終的には「俺はシベリウスが好きなんだ !」 という思いが勝って阪急電車に

飛び乗つた。もしもこの瞬間、判断を誤つて環状線に乗つていたら、本国の演奏会を清水氏が振ることも無かったことに

なる。シベリウスの大作『クッレルヴォ』を清水史広という理想的な指揮者とともに演奏する、という幸福は、10年以上

前からレールが敷かれていた嬉しい宿命のような気がしてならない。

師 .赫 榊 総
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男声合唱

京都男声合唱団

1965年創ム 創設者は青少年の合唱を活動育成し『佐々木賞』にその名を残す故・佐々木日出夫氏。佐々木氏の逝去

後は、野田常雄氏が指揮者をつとめる。邦人作品、外国作品から仏教賛歌にいたるまで、幅広いレパートリーを誇る。

単独での演奏会のほか、世界各国の合唱団とのジョイントコンサート、京響のシェーンベルク『グレの歌』への出演な

ど、精力的に活動。08年 1月、第 30回記念演奏会を京都コンサートホールにて開に

TOP TENOR

青木 恒弘

一之瀬 祥夫

薩摩 光邦

槌田 義之

都鳥 弘紀

西村 剛

西村 昭夫

野田 常雄

広崎 公伸

水口 尚樹

静 寸邪明

2ND TENOR

井上 大三

ガヽ松 淳一

酒井 崇秀

正保 富三

杉山 毅

園田 ブ讀J

堂本 明寛

原口孝‐

細井 昭宏

松田大加志

松本 唯志

三宅 正房

山りII融

BARITON

飯田寛

岩見 能武

岸本 幸三

護  月発ラFll

地主 政樹

高橋 良造

丹下 博

冨永 陽一

中井 良治

中村 邦雄

藤崎 広造

松田 吉弘

宮崎 又郎

鮮 就

BASS

嘲 健

相馬 久敬

竹島 恭―

田中 雄貴

谷村 暉

細田 秀正

増田孝之祐

松田 正人

村守 嘉郎

山崎 公平

山田 浩一

吉森 赳夫

四辻 悌昭

練習ピアニスト

田村 喜久子

合 口昌指揮 :野田 常雄 鯨都男声伊昌剛舗堵 )
1943年京都生まれb幼少の頃から音楽に造詣が深く、

合唱歴は 45年に及びソリストとしても活晟 これまで

にプリムローズ合唱団、合唱団京都エコー、滋賀男声合

唱団等で、高田弘昭氏、浅井敬萱氏、佐々木日出夫氏に

師事し指揮者をつとめる。2001年、京都男声合唱団の指

揮者に就任し、現在に至る。
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された初演は未曾有の大成功を収め、一躍シベリウスはフィンランドを代表する作曲家となった。このシベリウ
スの出世作『クッレルヴォ』 (作品番号7)は、交響曲を構成する4つの楽章 (第 1楽章、緩徐楽章、スケルツォ楽章、
終楽章)の中央に、独唱 。合唱を伴 うオペラのような楽章を挿入した、 5楽章形式の大作である (註 4)。 そして、
第 3楽章と第 5楽章に導入された声楽の歌詞は『カレワラ』から引用されている。
ここで、クッレルヴォの物語をシベリウスの音楽とともに紹介していこう。
太古のフィンランド、反目しあっていた兄弟カレルヴォとウンタモはついに戦をはじめ、ウンタモはカレルヴ
ォー族を皆殺しにする。しかしヵレルヴォの幼子クッレルヴォは強靭な体を持っていたため、焼いても縛 り首に
しても死ななかった。クッレルヴォを殺すことを断念したウンタモは、クッレルヴォを奴隷とした。シベリウス
は、第 1楽章『イントロダクション』でこうした血生臭いス トーリーを、暗く荒々しい音楽によって見事に表現
している。22小節目まで第 1ヴァイォリンが登場しない重々しいォーケス トレイションによって、全曲の冒頭か
ら聴衆を悲劇の世界に否応無く引きずり込む。そしてこの『イントロダクション』は単に物語の導入であるばか
りでなく、聴衆をフィンランドの自然へといざなう「どこでもドア」の役割をも果たしている。深く暗い森、自
夜の妖気、短い夏の太陽のきらめき、地平線の遥かなる広がり、そうした自然の多様な姿が描きこまれた重要な
楽章である。

成長したクッレルヴォはウンタモの家で奴隷として働かされるが、あまりの怪力が災いして、何をやっても上
手くいかない。開墾を任されればあらゆる木々をなぎ倒して荒地を作り、垣根を作らせれば雲まで届く垣根を作
り、脱穀をさせればライ麦をことごとく粉砕してしまう。役立たずのクッレルヴォはウンタモの家を追い出され、
鍛冶屋に二束三文で売り飛ばされる。ある日、鍛冶屋の妻がクッレルヴォの弁当のパンに小石を挟むという他愛
も無い悪戯をする。これに激怒したクッレルヴォは、野獣たちに食い殺させるという残虐なや り方で彼女を惨殺
し、鍛冶屋の家から逃げ出す。シベリウスはこの悲しみと屈辱にまみれた『クッレルヴォの青春』を、沈痛な音
楽で見事に描き出した (第 2楽章)。 すすり泣くような弦楽器の合奏で始まり、イングリッシュホルンが静かに恨
みを告発するようにつぶやく。そして、クライマックスでは慟哭のようにオーケストラが吼えたてる。この曲の
自眉というべき楽章だ。

鍛冶屋の家を逃げ出したクッレルヴォが故郷に戻つてみたところ、死んだと思った家族が実は生きていたこと
がわかる (支離滅裂なことこの上ないが、こうした点をいちいち気にしていては叙事詩を楽しむことはできなかろう)。 クッレ
ルヴォは家族の手伝いを始めるが、家にいても役立たずな彼は税金を払いに行く仕事を押し付けられ、ソリに乗
つて遠出する。第 3楽章『クッレルヴォと妹』は、このソリが走る場面から始まる。雪煙のように トライアング
ルがきらめき、疾走する馬のように弦楽器が躍動する。そして、男声合唱が「KullervO KalervOn poika(ク ッレ
ルヴォ、カレルヴォの息子)。 ・・」(註 5)と『ヵレワラ』の詩を堂々と歌い始める。 5拍子という珍しい拍子で書か
れているが、これは『カレワラ』の詠唱が 5拍子を基本としていることによる。クッレルヴォは道すがら、乙女
をみつける。クッレルヴォ (バリトン独唱)は乙女に自分のソリに乗るように誘うが、乙女 (ソプラノ独唱)は激し
く罵つて拒絶する。クッレルヴォは再び乙女をみつけ同様に声をかけるが、やはり拒絶される。クッレルヴォは
3人 目の乙女に声をかけまたも拒絶されるが、クッレルヴォはついに力づくで乙女をソリに引きず り込む。乙女
は激しく呪いの言葉を浴びせかけて抵抗するが (この部分での切羽詰まったソプラノの歌には鬼気迫るものがある !)、 ク
ッレルヴォが自慢の金銀財宝を見せるや、乙女は態度を軟化させてしまう。ォーボェのとろけるようなソロが金
品に幻惑された乙女の気持ちを描き、男声合唱が「銀が誘惑し、金が惑わした」と歌って、来るべき破滅の運命
を予告する。男声合唱はここで役害Jを終え、オーヶス トラのみでクッレルヴォと乙女が結ぶ肉体関係を官能的か
つ野獣的に描き出す。全曲中最大の音量で頂点を迎えると、一気に力が抜けて冷静さを取り戻す。ここから楽章
は後半に突入する。前半が男声合唱の主導する5拍子の音楽であったのに対し、後半は 2拍子系や 3拍子系の場‖
染みやすい音楽に変わり、 2人の独唱者が歌い交わす。前半は『カレワラ』のス トーリーを忠実に淡々と再現し
ていたのに対し、後半は主人公 2人の心の動きにスポットライ トを当てている、とでも言えようか。ソリの上で
一夜を明かした 2人は、馬のひづめの音を聞きながら、身の上を語り合 う。そして、互いの父親の名が同じ「カ
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汲む作曲家の一人であるといえよう。

次に、管弦楽法における前衛性として、イングリッシュホルンの使用法が挙げられる。オーボエのような華も

無く、ファゴットのような安定感も無い、どこかうつろなイングリッシュホルンの音色は、フランクの交響曲の

ように部びた味わいを醸し出す一方で、ベルリオーズの『幻想交響曲』のように、悪魔など人智を超えた不気味

な存在を象徴する楽器としても使用される。『クッレルヴォ』での使用法は明らかに後者の系列に属する
(註 6)。

イングリッシュホルンは第 2楽章 「クッレルヴォの青春」と第 5楽章 「クッレルヴォの死」で用いられる。まる

でクッレルヴォが生涯に味わった不幸の数々をイングリッシュホルンが淡々と告発しているようだ。このように

イングリッシュホルンに「告発者」としての役割を負わせる管弦楽法は、ショスタコーヴィチの第 8交響曲や第

11交響曲が有名であるが、そのずっと前に同様のオーケス トレイションを試みたシベリウスの先見性に驚かされ

る。

そして、若書きの作品でありながらも、シベリウスの独自性は遺憾なく発揮されている。例えば、小節線を微

妙に越えて変化する独特なメロディーが随所に見られる。譜例 1は第 1楽章の旋律だが、譜例 2のように小節の

変わり目で音程が変わつていた場合を想像してみると、相当に印象が異なる。音の変換点を微妙にばかすだけで、

落ち着きを欠いていてどこか胸騒ぎを感じさせる神秘的な旋律に早変わりするのだ。こうした旋律の特徴はシベ

リウスの生涯を通して見られる個性であり、最高傑作とされる第 4交響山の旋律はその最たるものと言えよう。

僕はこのシベリウスの表現は、フィンランドの自然からもたらされたものと想像している。高緯度のフィンラン

ドでは、日没後も西の空が青々としており、明るくも暗くもない不安定な空が長時間保たれている。日本でも日

没直後の昼でも夜でもない時間帯を「逢魔が刻」(魔物に出会う時間、という意味)と 呼んで恐れていたが、フィ

ンランドの「逢魔が刻」は一層長く恐ろしい。シベリウスの、敢えて輪郭をばかした不安定な旋律は、フィンラ

ンドの空が我々にもたらす不安そのものである。

譜例 1 第 1楽章 :70小節～ 譜例 2(譜例 1を加工 )

そして、僕が『 クッレルヴォ』の中で最もフィンランド的だと思っているのが、長い総休止である。『クッレル

ヴォ』には各楽章に数小節にまたがる長大な総休止がある。総休止は、シベリウスに最も強い影響を与えた作曲

家ブルックナーの特徴でもあるが、ブルックナーの総休止とシベリウスの総休止は根本的に性格が異なる。ブル

ックナーの総休止は残響に身を浸すためのものであり、大聖堂で賛美歌を聴くような心地良い総休止である。こ

れに対し、シベリウスの数小節に及ぶ総休止は、あまりにも長いため残響さえ消えてしまう。そして、残響が消

えた後に待つているものは完全な無音状態である。この無音こそ、この曲の最もフィンランド的な部分だと思う。

フィンランドの自然はきわめて静寂だというだけでなく、視覚的にも無音を感じさせる。日本人がフィンランド

の風景を見て最も驚愕するのは「山が無い」ことであろう。日本ではまず見ることのできない、 360度地平線
に囲まれた風景の中に身を置くと、(た とえそこが豊かな水や美しい緑にあふれていたとしても)「何もない荒涼とした世

界」を感じさせ、それが「無音」の印象をさらに強くするのである。そして、その「無音」は恐怖である。芥川

也寸志は「無音」について、「自分がその静寂のなかに吸い込まれていくような、」「恐怖に近い非常に強い孤独感

に襲われ」ると書いているが (註
7)、 フィンランドの静寂の風景はまさにそのようなものである。『クッレルヴォ』

に頻出する長大な総体止は、フィンランドの「無音」の恐怖にほかならない。そして、前章で書いたように、「死」

という最大の恐怖が「無音」によつて表現されているのである。

第4章 我々は何故『クッレルヴォ』に感動するのか
さて、今回の『クッレルヴォ』の演奏に対して、多くの方々から強い期待を寄せていただいている。毎回フィ
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第 3楽 章 歌 言司  ※日本語で人意を示しておいたが、逐認 ではない。正確な訳は『カレワラ』の邦訳を参照されたい。

Kullervo,KttrЮn pd(a,si�suょa ajёnlapSi,h、弼 keLalnen,korea,
kengan katlto kaullokalnen,1よ d、∝m澁狙、こ●a,mattpia mょ samahan

(男声合唱)ク ッレルヴォ、カレルヴォの子。青い靴下の子。見事な金髪、綺麗な革靴、税を納めに出かけた。

<金管による短い間奏>
Ⅵeサa tretOperttll・sa,maalyvaset mょ settua,rekellensa relltOaお e,kohennよ se k"allal■ sa,皿d kllncea kothul,matkata omile m山

(男声合唱)税を納め終え、ソリに乗り、故郷の家に向け旅立った。

<ピ ッコロによる間奏>

莉Oaj激メtele� ,mattarca mlttele� ,Ⅸ�la V駈

“

n kari激�la,allamo�  raatuma ahomao Ne� 唸stahan tu山�,hi、us klllta hihtele�
Ⅸ�la V�

“

nkaよ山皿a,amm�  ra就� la」Юma,Kdbnり ,KaleⅣm pO�a,jo tuossa piattele� ,allcd lle硫五haastatella,haa説 前ena,h。.dc.ltella:
(男声合唱)ソ リを駆け旅路を走った。かつて開墾 したワイニョの荒野で、金髪の乙女に出会った。スキーで滑つていた。
クッレルヴォ、カレルヴォの子は、ソリを止め誘惑した。

"Nouse,neib,korjaharn,taaksi mtttatttOl■�‖

(ク ッレルヴォ)「俺のソリに乗つてこの毛皮に横たわれよ !J

"Sllrma stllle koljahsi,tauti taalcdtattdlleSi■

(乙女 1)「死がソリに乗れ ! 病が毛皮に座れ !J

<オーケストラによる間奏>
Kuller■・0,Kalervcln p硼 【a,silllsu皿9 �jё n lapsi,isk■■・kk■la、itsalla,hdibtihelmi、γona V■ rltujuOksi,mattajoutlu,tお �e五,reh rasad
(男声合唱)ク ッレルヴォ、カレルヴォの子。青い靴下の子。元気な馬に玉飾りのムチを入れる。旅ははかどり、ソリは揺れる。

<フ ァゴットによる間奏>

Ne� vadahm ttlle� ,katltokelka kaaloa�,se�証lh m∝en slelalh,lllapa■ a auke』 la.
Ktlllel・ lo,K』αηnp(�ca,he voista piattelevi,suutallsa sの ittele� ,sanojansa sattele� :

(男声合唱)革靴の乙女と出会った。凍った湖を歩いていた。クッレルヴォ、カレルヴォの子は馬を止めこう言つた。

‖Tllle k"五han,kcea,maanI‐ alb,mattdhniP

(ク ッレルヴォ)「美しい人よ、一緒に行こう !」

"Tllo� sulle k(巧 ahasi Manalalllen matkohお iP

(乙女 2)「 トゥオニ (死神)を乗せな ! マナライネン (死神)と 旅しな !」

<オーケストラによる間奏>

Ktlllel‐ Io,K』enЮ n p(泌 (a,si�st■ka,attё n lapsi,Ish �ilよm、itsalla,helabtuhehni"う na.、缶Hくujuoksi,matkajout� ,“h�
“

,tb btte� .

(男声合唱)ク ッレルヴォ、カレルヴォの子。青い靴下の子。元気な馬に玉飾りの鞭を入れた。ソリは進み、旅程は縮まる。

<ヴアイオリンによる間奏>

Ne� vasね h ttlleⅥ,un鉗�ta moaⅥ,l■cl� PottankankaЫ la,Lapullaa30ma rttdla
Kttenり,MαЮnp甜ぬ,h∝osね

“
a ttLse� ,sutltallsa so■■ttel品,sanoianSa saatele� :

(男声合唱)錫の胸飾 りの乙女 と出会った。ポホヤの荒野で、ラップの辺境で。クッレル ヴォ、カレル ヴォの子は馬を止め言つた。

Kay nelto,“kOse� ,armas,alle vittieni,s,mahm ome� � ,plremahan patふhn�「
(ク ッレル ヴォ)「俺のソリで、 リンゴを食べないか、クル ミをかじらないか !J

"Sメen,keη O,kttahasi,retk島 ,rekosehDsJ 171111cln oua、■d,alla,koko kttaSsaeba."
(乙女 3=妹)「悪い人 ! 唾吐くわよ ! 寒気がする ! 気味悪い !」

KlllleA‐ 0,KaleAЮn ptta,d� sl患よa a16nLpsi,koppol ne� kαjahallsa,

(男声合唱)ク ッレルヴォ、カレルヴォの子、青いlll下の子、ソリの中に乙女を引きずり込み

<ソ プラノ独唱と男声合唱が同時進行>
reualu rekosehen・ sa,asettdi t』 jo皿e“a,            "Paasta pOis mmua tasta,laょ e latta v』lallensa,klAnnOtOmta ktltllematta,
』le、■t�  �aetteli                      prahalaitta,p濠、masta,tah pOtk�  pottan pultti,b� 比elen hsteheksl,
(男声合唱)ソ リの中に乙女を抱き入れ、       k"asi p■ asteh� si,ramょ si reen“ tukan「
毛布の下に押し込めた。               (妹 )「去らせて !自 由にさせて !ひ どいことをしないで !

さもないとソリを粉々に壊すわよ !J

Kllllel・■2o,Kalel・ Ion pollca,si� sllldca,�jёn lapsi,aukasirah� sen al・kun,klm漬 luta kⅢjakannen,

naメtdL hopetansa,、 crkttuskla levitti,kultasuta sukkasia,votallsa hopeapalta

(男声合唱)ク ッレルヴォ、カレルヴォの子、青い靴下の子。宝箱の蓋を開け、銀や布を、金刺繍の靴下や銀飾りの帯を彼女に見せた。

<オーボエの甘いソロ>
bヽrat、 ei、査t neね n nliden,raha muutti morsiallnen,hopea httuttele、 i,ktlta kuhauttele、 i.

(男声合唱)布は乙女の心を引きつけ、お金は彼女を花嫁に変えた。銀が彼女を誘惑 し、金が彼女を惑わ した。

<オーケス トラによる長大で官能的な間奏 >
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京都フィロムブカ管弦楽団「友の会」会員様ご芳名

2002年 4月に発足しました「友の会」は上記会員の皆様万よりご支援いただいております。(10月現在)

第24固定期演奏会開催にあたり、友の会の皆様より多大なご支援をいただきました。

この場を借りて、団員―同、心より御礼申し上|ずます。

“ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “ “

村上 治子様
村山 義尚様
村山 明日香様
渡辺 真人様
渡辺 和美様
松村 里香様
越後 干代様
渡辺 一真様
渡辺 由加理様
渡辺 晴菜様
小畑 千保子様
杉本 幸子様
安藤 美知穂様
稲村 董雄様
遠藤 時金様

井谷 宏美様
鎗本 和弘様
谷□ 佳隆様
岡本 幸雄様
信広 澄子様
横田 洋子様
吉田 育弘様

孝本 浩基様

吉田 寛子様
飯田 俊也様
大八本 隆子様

大東 直勝様

吉田 健太様

せき やすいち様

政岡 潤平様

小出 実様

小出 敏枝様

本下 清美様

西坂 壽美子様

松浦 淳司様

梅下 義記様

大八本 文人様

吉原 和敏様

大内 き<ゑ様
岡島 敦子様
小松 月月美様

鈴木 一俊様

こ″ /7ガ乾夕 ″ てF/ ノ
各種旅行会櫂1(JTB`日 本旅行 etc)国 内・海外
バンフレット取扱い可能 !!

他にもスホ
・―ツ・音楽合宿、スキー旅行、団体旅行も

取り扱つております。

印刷のことなら

日本教育旅行株式会社
に,‐・に― 二ヽ………́′―Ⅲ…… 一ヽ 一―‐―.`         |   〒602‐0858
京都市下京区下数珠屋町通東洞院東大小口P HI I小 降 1然ク`こ HJ趣本‖リツL本ハ       1  京都市上京区河原町通荒神口上ルニ筋目東入ル

TEL:075‐ 351‐ 0405      1      TEL(075)231-1727織
httpブ/www.net‐ fl・eeway.com      l      FAX(075)256-4604

担当 藤 llj 珠里
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京都フィロムブカ管弦楽団からのあ知らせ

…

蠍 蠍 燿 歿 KKKふ ふ 水 颯 ス ス 颯 KK葉 蠍 蠍 葉 歿 К 蠍 颯 K水 葉 颯 蠍 蠍 ぶ KKK蠍 蠍 К ttKKttK水 颯 蠍 蠍 蠍 蠍 К ふ 蠍

,第 25回定期演奏会ゃ
2009年 6月 7日 京都府月可馬 撤 イ[絵館

ロツト/『ユリウス・力エサル』前奏曲 (日棚

ヘンデリレ (ハーティ編曲)/同 dコ暖肇剤 組曲
メンデルスゾーン/交響曲第3番『スコットランド』

―

К ふ 蠍 蠍 颯 蠍 ふ ス

…

ふ 蠍 KKK颯 ス ス ふ ス ス KKKKKKK蠍 蠍 蠍 ス ス ス ス ス ス ス ス 水 ふ 蠍 蠍 蠍 蠍 蠍

…

,新入団員随時募集中ゃ

本日はど来場下さいましてありがとうございます。『クッレルヴォ』の演奥まいかがでしたでしょうか?

さて,現在当団で以 下のパートを募集しておりま硯

募集バート:ヴァイォリン、ヴイオラ、チェ□、コントラバス

ピッコロ、ォーボェ クラリネット、フアゴット、トロンボーン、打楽器

※ピッコロはフリ♭―卜兼務もクラリネット1測部薦箋闇免 トロンボーンはテナー、バスともE募集中。

※管。打楽劉まォーディションがありま魂

※コントラノヾスは団所有の楽器があります。ご相談<ださしヽ

詳細ま[韮護肇暑壁 まで あ気軽|こあ問い合わせ下さしヽ

団員募集担当  E―rla i l:recruitOkyotophilo.com

颯 蠍 バ ス ス ス ス 颯 颯 颯 颯 颯 颯

…

蠍 蠍 ぶ 葉 K蠍 颯 颯 颯 水 蠍 颯 颯 葉 蠍 蠍 KK水 水 葉

,「友の会」会員随時募集中で
フィロムブカの活動を応援して<ださる方を募集しています

降銅    1□  1,000円   側  間】ご入会いたaヽた月より1年間
騰 則   1.期間内の定期演奏会こ、 1□につき 1名様を無料ご招待

2.そc泄頻響覇壺棄Dご案内

3.定期演奏会プログラムヘのご芳名の掲載

お申込み・入会に関するあ間台せ  Tel肝ax 075-605-0123([跡 D  E― mall:tomOkyotophiloo com

蠍 蠍 颯 ス ス ス 颯 颯 舅く颯 絲 颯 颯

…

蠍 KK蠍 ふ 蠍 蠍 ふ ぶ 颯 颯 ス ス ス K颯 蠍 蠍 ぶ 蠍 葉

京都フィロムブカ管弦楽団ホームペーブ http:|1熙_kyotophiloo com/

クラシック音楽の海外公演・国際交流
海外での公演・国際交流は、現地でのマネジメントカ瑚 です。

弊社は日本のオーケストラの海外公演・国際交流を、真の意味で成功させて参りました。

海外公演・国際交流のお手伝いはおまかせください。

海外公演異綱。予定

同志社大学交響楽団∃―ロッパ公演 1998年 ,2001年,2004年,2007年
(プラノヽドヴォルザークホール/ブダベスト:リスト音楽院/ミュンヘン/ヴュリレツプルク/グラーツ他)
岡山県桃太郎少年合唱団ヨーロッパ公演 1998年 .2005年
(ドイツ:レーゲンスプルク大聖堂/プラ八:ル ドルフィヌムスークホール他)
京都市民管弦楽団ヨーロッパ公演 1999年 (ウィーン|ムジークフェライン大ホール他)
彦根市ベルリン第九オーケストラ・合唱団 1999年 12月 (ベルリン SFB放送大ホール)
京都市立音楽高等学校ウィーン公演 2007年 (ウィーン :カールス教会)
岐阜県交響楽創立55周年ウィーン公演 2009年 (ウ ィーン|ムジークフェライン大ホール)予定

協力会社 :ルフトハンザドイツ航空会社、全日空、JTB、 近畿日本ツーリスト、AIU保 険会社 htp://―.mlsuma∞ mノ


